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自
然
環
境
的
歴
史
思
考
の
生
成

高

瀬

重

雄

　
　
　
　
殉

　
人
間
歴
炭
に
封
ず
る
考
察
方
法
の
襟
々
な
相
違
と
饗
立
の
う
ち

に
、
わ
れ
わ
れ
は
題
常
自
然
環
境
的
歴
史
思
考
と
名
づ
け
ら
れ
て

み
る
と
こ
ろ
の
～
つ
の
思
考
方
法
を
も
つ
て
み
る
。
歴
史
事
象
は

そ
れ
が
輩
に
全
く
孤
立
し
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
し
て
、
わ
れ

わ
れ
が
そ
の
な
か
に
産
み
下
さ
れ
、
そ
の
恩
恵
に
依
っ
て
成
長
し

ま
た
霞
己
の
骸
を
ば
そ
の
懐
に
托
す
べ
く
蓮
命
づ
け
ら
れ
て
る
る

と
こ
ろ
の
外
園
、
ま
た
自
然
と
の
分
た
る
Σ
こ
と
の
藤
野
な
い
閥

蓮
に
於
て
と
ら
へ
ら
れ
る
時
、
始
め
て
着
艦
的
な
理
解
に
到
達
し

得
る
と
圭
毒
す
る
立
場
が
こ
れ
で
あ
る
、
わ
れ
わ
れ
の
生
の
い
と

な
み
は
、
常
に
自
然
の
外
園
の
外
に
あ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。

從
っ
て
、
入
間
の
歴
史
，
文
化
の
進
展
は
、
究
極
に
於
て
そ
れ
が

行
は
る
べ
き
宙
然
的
環
境
に
關
係
せ
ホ
し
て
あ
る
事
は
禺
來
な
い

而
も
，
此
の
爾
者
の
關
係
は
就
中
三
者
の
後
者
へ
の
依
存
、
後
者

の
前
者
に
脱
す
る
規
定
性
の
う
ち
に
学
説
さ
れ
る
と
急
く
と
こ
ろ

の
立
場
で
あ
る
。

　
言
様
な
思
考
は
、
錯
難
せ
る
史
的
覗
象
の
解
羅
に
生
し
て
、
確

實
な
る
一
つ
の
方
法
を
堤
供
す
る
も
の
と
し
て
、
現
に
わ
れ
わ
れ

の
時
代
に
於
け
る
よ
り
支
配
的
な
歴
二
恩
考
の
類
型
を
形
作
っ
て

み
る
も
の
で
あ
る
。
い
な
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
地
理
墨
殊
に
人
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文
地
理
學
の
名
に
於
て
行
は
れ
て
る
る
と
こ
ろ
の
、
諸
民
族
の
生

活
学
式
、
聚
落
、
人
口
の
移
動
、
交
通
の
嚢
展
等
の
諸
問
題
に
封

ず
る
研
究
に
於
て
，
そ
れ
等
の
諸
研
究
の
根
栂
に
横
は
る
入
間
生

活
理
解
の
方
法
と
し
て
、
い
よ
い
よ
顯
暢
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
然
し
，
自
然
環
境
的
歴
史
思
考
の
国
儀
に
於
け
る
此
の
高
揚

も
、
た
黛
輩
に
偶
然
が
こ
れ
を
招
致
し
た
と
考
へ
ら
る
べ
き
で
は

な
い
。
歴
史
思
考
も
亦
、
そ
の
背
後
に
自
ら
の
歴
史
を
撫
っ
て
み

る
の
で
あ
る
．
、

　
さ
て
、
自
然
環
境
的
歴
愛
思
考
は
如
何
に
し
て
わ
が
國
に
成
生

し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
成
立
と
獲
展
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
歴
史

的
細
胞
的
地
盤
は
何
で
あ
っ
た
か
。
之
等
の
問
題
は
、
此
の
思
考

が
現
に
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
生
き
て
み
る
存
在
で
あ
れ
ば
あ
る
だ

け
，
弥
弥
反
省
さ
る
べ
き
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
二

　
窃
然
環
境
的
歴
史
思
考
が
も
つ
根
本
の
問
題
は
、
常
に
、
霞
然

と
入
間
、
地
理
と
文
化
の
關
係
の
問
題
に
撰
は
り
、
而
し
て
、
此

の
爾
考
の
賢
徳
が
、
就
中
、
宙
然
の
人
文
に
謝
す
る
規
定
性
の
う

　
　
　
　
出
門
環
魂
的
歴
史
思
考
の
虫
戌

ち
に
見
出
さ
れ
る
と
す
る
が
、
此
の
思
考
の
第
一
の
主
張
で
あ
る

な
ら
ば
、
斯
襟
な
主
張
は
必
ず
し
も
近
代
に
至
っ
て
始
め
て
み
る

と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い
と
考
へ
る
の
は
正
し
い
Q
何
故
か
な
ら

欺
様
な
思
考
の
繭
芽
は
、
既
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
思
想
家
に
於
て

さ
へ
も
見
受
け
ら
れ
た
の
は
、
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
か
ら
で
あ

る
。
ッ
キ
ヂ
デ
ス
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
民
族
の
特
質
と
蓮
命
と
を

ば
、
彼
等
の
屠
佳
せ
る
土
地
の
地
理
的
特
殊
性
か
ら
理
解
せ
ん
と

①し
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
氣
候
の
憂
化
と
人
聞
精
憩
と
の
蘭
係
に
書

及
⑱
へ
。
・
よ
整
ジ
プ
あ
文
明
は
才
ル
の
賜
物
で
あ

る
と
学
べ
た
の
み
な
ら
す
、
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

リ
ピ
ウ
ス
等
が
、
氣
候
が
民
族
の
性
情
を
性
絡
づ
け
る
事
に
注
意

し
、
ス
｝
ラ
ボ
ー
に
い
た
っ
て
は
、
地
球
上
の
諸
部
分
並
び
に
一

々
の
沸
々
に
於
け
る
氣
候
と
住
民
と
の
強
磁
に
澗
察
を
め
ぐ
ら
し

た
と
需
は
れ
て
る
る
。
支
那
に
於
て
も
，
道
悪
春
秋
に
、
「
百
里
蒲

習
異
、
千
里
而
殊
俗
。
」
と
雪
は
れ
、
漢
書
王
学
憾
に
は
、
「
百
里
不

岡
風
、
千
塁
不
同
俗
。
故
四
方
之
民
、
雷
語
衣
服
不
一
而
己
。
」
と

あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
と
こ
ろ
の
相
違
と
習
俗
の
溺
と
が
、
た
と
へ

此
の
爾
者
の
間
の
山
面
が
緊
密
に
は
結
ば
れ
て
み
な
い
と
は
言
へ

　
　
　
　
　
　
第
二
十
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號
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曇
日
環
鏡
的
歴
史
思
考
の
生
成

猫
ほ
且
つ
相
盛
す
る
も
の
あ
る
を
意
識
し
て
み
る
と
醤
へ
る
。
そ

れ
故
に
、
も
し
わ
れ
わ
れ
に
し
て
、
こ
れ
ら
を
以
て
自
然
環
境
的

歴
史
思
考
の
繭
芽
的
な
る
も
の
と
名
づ
け
て
よ
い
な
ら
ば
、
そ
れ

は
既
に
斯
様
に
早
い
時
代
に
存
し
た
と
言
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
思
滲
が
、
長
い
歴
史
の
経
過
全
罷
の
解

明
方
法
に
具
罷
化
し
つ
・
、
一
姻
の
濁
立
の
テ
オ
リ
ー
に
ま
で
蕩

め
ら
れ
る
に
は
、
も
と
よ
の
溝
か
に
後
世
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
訓
ア
ユ
ト
ア
が
、
凱
機
培
湘
論
議
は
ジ
エ
ア
ン
・
ボ
ダ
ン
を
経

て
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ゥ
に
至
っ
て
は
じ
め
て
麟
有
の
テ
オ
リ
ー
に
籏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

大
さ
れ
た
と
述
べ
た
の
は
此
の
意
味
で
あ
っ
て
，
ボ
ダ
ン
の
奴
輩

せ
る
は
あ
た
か
も
十
六
撤
紀
の
後
牟
に
當
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

ポ
ダ
ン
に
次
い
で
此
の
思
考
を
押
し
進
め
た
も
の
に
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ゥ
の
「
法
の
精
飾
」
が
あ
る
他
に
、
英
國
に
は

そ
の
「
蕪
蜂
文
明
史
序
論
」
に
よ
っ
て
「
第
十
六
世
紀
以
來
登
展
し
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

來
つ
た
自
然
環
境
論
の
心
慮
の
完
域
者
」
と
呼
ば
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・

ネ
オ
マ
ス
．
バ
ッ
ク
ル
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
周
知
の
事
柄
に

属
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
わ
が
日
本
に
於
け
る
此
の
思
考
の
繭
芽
も
亦

早
い
時
代
に
之
を
徴
し
得
る
も
の
が
あ
る
と
雷
は
れ
る
。
わ
れ
わ

　
　
　
　
　
　
第
二
丁
丁
悠
　
第
二
號
　
　
　
訟
…
八
孤
ハ

れ
は
い
ま
，
此
の
思
考
の
最
も
皐
き
繭
芽
的
表
現
を
適
確
に
定
め

る
こ
と
は
患
來
な
い
と
は
雷
へ
、
少
く
と
も
わ
が
近
世
封
建
の
世

に
あ
っ
て
は
、
明
瞭
に
此
の
思
考
を
表
馳
せ
る
一
二
の
例
を
示
す

こ
と
ガ
出
來
る
。
籔
永
二
年
の
序
文
を
有
す
る
香
酉
成
資
の
「
南

海
通
常
」
に
次
の
如
き
が
あ
る
。

　
夫
臼
本
鯖
土
地
編
小
也
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
中
華
ノ
落
語
ナ
ル
ニ
不

　
〆
恐
，
東
海
ノ
中
二
猫
立
シ
、
兵
威
ヲ
域
テ
外
輪
ヲ
歴
シ
、
諸
蕃

　
ノ
來
リ
侵
ス
事
ヲ
得
ズ
シ
テ
、
富
家
安
寧
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
誠
二

　
雄
偉
ト
云
フ
ベ
キ
也
、
上
古
ヨ
リ
蹴
來
天
子
ヲ
立
、
我
王
命
ヲ

　
曾
聞
ミ
、
我
詳
明
ヲ
崇
メ
我
庶
民
ヲ
傾
壌
セ
ヅ
ル
所
以
ノ
モ
ノ

　
ハ
、
地
勢
ノ
宜
ヲ
羅
紋
ル
ニ
依
テ
也
，
我
紳
明
威
難
ニ
シ
テ
加

　
護
ア
リ
、
我
人
民
正
直
ニ
シ
テ
武
勇
ア
ル
事
モ
、
壌
地
ノ
美
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
・

　
カ
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
リ
。

す
な
は
ち
、
こ
、
に
は
、
わ
が
日
本
國
が
、
古
謡
一
系
の
至
奪
の

御
統
禦
の
も
と
に
、
紳
明
を
崇
め
，
庶
民
を
傾
聴
せ
ざ
る
所
以
、

叉
わ
が
入
信
が
正
直
に
し
て
勇
武
の
心
象
に
富
め
る
こ
と
、
こ
れ

わ
が
國
の
地
勢
壌
地
の
然
ら
し
む
る
に
他
な
ら
ぬ
と
設
く
も
の
で

あ
っ
て
、
日
本
の
國
畏
牲
、
並
び
に
そ
の
歴
史
的
展
開
の
理
解
に

（　15S　）



當
っ
て
，
こ
れ
を
ば
そ
の
自
然
地
理
的
基
礎
よ
り
果
さ
ん
と
す
る

も
の
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
叉
寛
政
＋
一
年
霜
月
の
蹟
文
を
有
す

る
伸
資
芳
の
「
聖
意
耕
具
」
の
ヴ
ち
に
、

　
風
脅
と
い
ふ
も
の
は
、
い
か
に
と
も
す
べ
か
ら
す
、
唐
幽
に
て

　
諸
々
の
風
を
論
ず
憂
、
㌧
と
く
、
惑
朝
に
て
も
大
國
の
人
は
氣
象

　
お
の
つ
か
ら
優
に
、
小
國
の
入
は
蓬
れ
り
，
或
は
其
領
主
勢
あ

　
れ
ば
，
士
民
驕
泰
に
勢
な
け
れ
ば
畏
縮
す
、
海
濱
の
人
は
散
漫

　
に
、
由
中
の
人
は
倹
素
な
り
、
市
井
の
入
は
黙
智
多
く
油
化
に

　
僻
境
の
入
は
道
面
に
し
て
偏
窄
な
り
，
孔
子
日
、
里
仁
爲
ド
美
、

　
揮
不
〆
慮
〆
仁
、
習
得
〆
知
と
、
是
地
に
よ
り
て
氣
を
う
つ
す
の
由

　
　
⑦

　
な
り
。

と
記
し
て
み
る
、
入
の
氣
象
は
、
そ
の
環
境
に
よ
つ
て
異
る
も
の

あ
る
を
言
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
こ
・
に
言
ふ
環
境
と
は
、
海

濱
、
幽
中
等
の
語
に
示
さ
る
』
が
如
く
に
、
よ
り
多
く
膚
然
的
要

素
を
包
含
し
て
み
る
も
の
が
あ
．
り
、
畢
町
人
は
「
地
に
よ
り
て
氣

を
う
つ
す
」
と
考
へ
て
る
る
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
こ
れ
等
の
例
に
於
て
は
、
勿
論
、
地
勢
風
土
と
入
文
と
の
驕
係

が
嚴
格
に
ま
た
緊
密
に
結
ば
れ
て
み
る
と
は
云
へ
な
い
に
し
て
も

　
　
　
　
翼
然
畷
境
駒
歴
更
思
考
の
癒
耀

わ
れ
わ
れ
は
、
以
て
わ
が
封
建
制
度
の
赴
會
に
於
て
も
，
霞
然
環

境
的
歴
史
考
察
の
繭
芽
を
ば
、
充
分
に
認
め
う
る
前
々
を
も
つ
て

み
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
三

　
然
し
な
が
ら
、
薄
様
な
思
考
が
、
朧
奥
事
象
を
理
解
す
べ
き
具

量
的
な
方
法
と
し
て
力
強
く
掲
げ
ら
れ
て
來
る
の
は
、
あ
た
か
も

西
駄
に
於
て
は
近
世
初
頭
に
於
て
で
あ
る
如
く
に
、
わ
が
國
に
於

て
は
，
特
に
明
治
以
後
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
此
の

事
實
を
知
る
爲
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
が
國
の
明
治
以
後
の
文
献

に
於
て
撫
何
に
此
の
思
考
の
表
現
と
襲
爵
と
を
跡
づ
け
得
る
か
の

詮
索
に
心
從
ふ
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

　
明
治
の
初
期
に
あ
っ
て
、
比
較
的
盤
形
的
な
形
で
自
然
環
境
的

歴
史
思
考
を
表
白
す
る
も
の
と
し
て
、
箕
作
麟
鮮
が
明
治
七
年
の

明
六
書
誌
に
か
、
け
た
「
人
文
ノ
窟
由
ト
土
地
ノ
氣
億
肱
ト
互
二
相

閣
ス
ル
ノ
論
」
と
題
す
る
一
文
は
、
先
つ
か
へ
り
見
ら
る
べ
き
で

あ
る
。
此
の
論
文
に
於
て
箕
作
麟
群
は
吹
の
様
に
論
ず
る
。

　
父
母
ノ
其
子
二
四
ヶ
ル
夫
ノ
其
婦
一
篇
ク
ル
皆
土
地
ノ
氣
候
一
脚

　
川
從
ツ
テ
自
然
其
抑
禰
…
ノ
樺
ヲ
異
ニ
ス
ル
が
如
ク
、
政
燈
ノ
入
　
民

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
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二
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肉
然
環
境
的
歴
奥
思
考
の
生
戊

　
二
於
ケ
ル
亦
自
然
土
沸
割
ノ
氣
候
二
従
ツ
テ
互
ご
｝
其
抑
制
ノ
樵
肌
ヲ

　
　
　
⑧

　
異
昌
ス
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
政
治
は
、
究
極
土
地
の
氣
候
に
從
っ
て
人
民
に

封
ず
る
抑
制
の
標
の
弱
張
を
異
に
す
る
。
然
し
、
そ
れ
は
何
故
に

ま
た
如
何
に
し
て
か
く
あ
り
得
る
の
か
。
彼
は
吏
に
語
を
鞭
い
で

る
る
。蓋

シ
熱
地
ノ
民
ハ
其
筋
肉
弱
ク
戸
越
ノ
心
野
馬
シ
ケ
レ
ド
モ
、

寒
地
ノ
民
ハ
其
心
膿
共
二
強
肚
ご
ン
テ
事
二
耐
へ
物
二
忽
ビ
テ

　
大
事
業
ヲ
爲
ス
カ
ァ
リ
へ
申
肇
熱
地
ノ
民
国
怯
儒
ニ
シ
テ
剛
勇
ノ

氣
ナ
キ
ニ
顕
リ
，
多
ク
其
君
二
隷
馬
シ
テ
、
其
身
命
ヲ
蓮
奉
ス

　
ル
モ
、
寒
地
ノ
民
黒
猫
リ
剛
勇
ノ
氣
ア
リ
テ
能
ク
其
自
由
ノ
模

　
ヲ
保
ツ
コ
ト
ヲ
得
。
（
中
略
）
是
レ
然
シ
ナ
ガ
ラ
自
然
…
ノ
勢
ニ
シ
テ

　
三
二
邸
中
鋤
利
加
三
二
於
テ
モ
、
北
日
時
墨
百
疋
廿
苛
及
ヒ
秘
魯
…
ノ
繍
理
キ

　
君
主
猫
裁
國
ハ
常
一
　
赤
道
二
近
キ
熱
地
二
在
リ
テ
、
其
小
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ヲ
爲
シ
テ
霊
液
岡
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
却
テ
南
北
ノ
寒
地
二
居
レ
リ
。

而
し
て
、
斯
様
な
槻
黙
は
、
彼
に
あ
っ
て
は
、
翌
細
豊
洲
と
歓
羅

幽
霊
と
の
間
に
於
け
る
政
治
形
態
の
蝋
般
的
湘
異
を
解
明
す
る
に

も
探
ら
れ
た
巴
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
亜
細
亜
は
、
彼
に
從
へ
ば
、
寒

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
二
號
　
　
三
八
八

地
の
勉
強
剛
勇
の
民
が
直
ち
に
柔
弱
怠
惰
な
る
熱
地
の
民
に
接
す

る
が
故
に
、
前
者
は
後
者
を
「
魅
服
シ
テ
之
ヲ
奴
役
ス
ル
」
に
反
し

て
，
鰍
羅
巴
に
於
て
は
、
氣
候
巳
に
漸
を
逐
ふ
て
強
と
弱
と
相
隣

し
、
其
力
聾
心
比
敵
す
る
を
以
て
、
甲
國
よ
り
豊
年
を
一
畢
し
て

厭恥

桙
ｷ
る
は
極
め
て
困
難
な
る
高
等
に
あ
る
。
「
是
帥
チ
距
細
亜

ノ
弱
ニ
シ
テ
，
其
人
民
動
モ
ス
レ
バ
他
二
隷
属
シ
、
歓
羅
巴
ノ
強

ニ
シ
テ
其
人
民
扇
棚
自
由
ヲ
得
ル
一
大
原
因
」
で
あ
る
と
設
か
れ

る
。
自
然
界
に
於
け
る
氣
候
の
愛
化
は
，
人
間
世
界
に
於
け
る
政

治
的
自
由
の
有
無
，
程
度
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て

み
る
も
の
で
あ
る
が
。
こ
れ
と
同
様
な
立
場
か
ら
整
然
の
垂
直
的

地
形
が
入
民
の
自
刃
に
關
正
す
る
こ
と
、
亦
此
の
論
説
に
於
て
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

秘
せ
ら
れ
て
る
る
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
、
斯
様
な
氣
候
並
び
に

地
形
の
人
文
に
封
ず
る
規
定
性
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
蕾
愛
に
最
も

よ
く
適
合
す
る
と
こ
ろ
の
「
大
理
」
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
此
の

大
理
は
，
吾
人
の
未
來
に
醸
し
て
も
袋
當
性
を
有
す
る
が
故
に
、

吾
入
は
た
と
へ
ば
都
城
を
莫
め
る
に
當
っ
て
は
、
地
勢
の
宜
し
き

を
揮
ぶ
べ
き
は
も
と
よ
り
、
出
來
得
べ
く
ん
ば
可
及
的
北
方
に
そ

の
地
を
ト
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
何
故
か
な
ら
北
方
の
民
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は
、
そ
の
氣
候
の
結
果
自
由
の
鶴
田
に
富
む
が
故
に
猫
立
を
企
つ

る
こ
と
多
く
、
從
っ
て
も
し
南
方
の
地
に
都
を
莫
め
な
ば
言
違
者

は
常
に
北
野
を
失
ふ
の
機
會
に
遭
遇
す
べ
き
に
饗
し
、
南
方
の
民

は
、
こ
れ
ま
た
そ
の
三
二
の
結
果
、
從
歴
に
慣
れ
怠
惰
な
る
が
故

に
、
た
と
へ
都
が
北
方
に
あ
ら
う
と
も
之
を
統
括
す
る
に
…
困
難
を

感
ぜ
ざ
ら
ん
が
爲
で
あ
る
と
云
ふ
。
斯
様
な
論
議
の
抽
象
性
に
つ

い
て
は
こ
・
で
は
論
外
と
す
る
も
，
要
は
、
論
を
立
つ
る
の
態
度

に
於
て
飽
く
ま
で
自
然
的
環
境
の
文
化
に
慰
す
る
規
定
牲
に
そ
の

墓
礎
を
置
い
て
み
る
を
注
意
す
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
，
以
上
の
所
論
は
、
箕
作
氏
自
身
の
告
臼
に
從
へ
ば
、
も

と
も
と
「
佛
…
國
大
｛
學
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ウ
所
要
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
。
オ

フ
・
ロ
ウ
ズ
」
に
依
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か

く
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
，
わ
れ
わ
れ
が
先
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る

自
然
環
境
論
者
と
し
て
雷
及
し
た
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ウ
は
，
．
い
ま
や

明
治
初
年
の
極
東
日
本
に
そ
の
思
想
的
載
天
を
も
ち
始
め
て
み
た

と
考
へ
て
よ
い
。
況
ん
や
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ウ
の
自
然
環
境
論
が
、

た
穿
に
箕
作
氏
の
一
丈
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く

「
法
の
憂
欝
」
は
わ
が
明
治
初
年
に
二
つ
の
翻
課
を
も
つ
た
事
實
が

　
　
　
　
自
然
環
境
的
歴
更
患
考
の
生
成

あ
る
に
於
て
は
、
　
ご
贋
か
く
考
へ
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ら
う
◎
「
法
の

精
励
」
の
二
つ
の
麟
早
書
と
は
，
鈴
木
氏
に
よ
．
る
「
律
例
精
義
」
と

何
氏
に
よ
る
「
萬
漏
精
理
」
が
之
で
あ
る
。
試
み
に
こ
こ
で
「
萬
法

螺
理
」
に
あ
ら
は
れ
て
み
る
二
三
の
言
端
を
引
用
す
る
な
ら
ば
、

先
づ
次
の
如
き
が
注
意
を
牽
く
で
あ
ら
う
、

　
寒
氣
ハ
外
部
ノ
繊
維
ヲ
緊
束
シ
（
中
讐
至
聖
カ
ヲ
櫓
シ
支
端
二
循

　
逡
ス
ル
虚
…
ノ
血
液
ノ
心
臓
二
蹄
着
ス
ル
ヲ
快
利
ナ
ラ
シ
メ
之
二

　
困
テ
外
部
ノ
撚
繊
維
ヲ
緊
束
シ
更
二
進
建
軍
カ
ヲ
強
盛
ニ
ス
蒋
シ
暖

　
氣
ハ
之
二
反
シ
テ
外
部
ノ
繊
維
ヲ
弛
緩
ナ
ラ
シ
メ
併
セ
テ
其
弾

　
カ
ト
勢
カ
ト
ヲ
減
殺
ス
可
シ

と
。
「
是
レ
欝
欝
ノ
人
民
ノ
氣
力
極
メ
テ
壮
健
ナ
ル
素
干
」
で
あ
り

「
暖
國
ノ
足
部
ハ
老
入
ノ
如
シ
怯
弱
ニ
シ
テ
事
物
二
畏
縮
ス
寒
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ノ
民
心
少
年
二
似
テ
勇
氣
ア
リ
膿
力
擬
任
し
な
る
原
m
四
に
他
な
ら

ぬ
。
そ
れ
故
に
人
は
、
「
諸
ノ
…
勢
カ
ノ
中
ニ
テ
極
メ
テ
猛
烈
ナ
ル
ハ

蜘
チ
風
土
ノ
勢
力
」
で
あ
り
，
且
つ
氣
候
風
土
の
勢
力
は
、
「
固
ヨ

リ
他
ノ
心
妻
二
抵
抗
奇
‡
ノ
ァ
ラ
ヅ
璽
」
姦
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
此
の
立
脚
黙
か
ら
更
に
わ
れ
わ
れ
は
、
｛
，
法
律
ノ
人
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ヲ
信
愚
ス
ル
論
不
同
ア
ル
L
は
「
風
土
ノ
差
異
二
磨
」
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
箪
ニ
ナ
巷
　
策
二
號
　
　
三
八
九

（　161　）
陰



　
　
　
　
画
然
灘
境
的
歴
史
思
拶
の
生
戊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

あ
り
、
「
民
事
奴
隷
欄
ノ
法
律
ハ
風
土
ノ
牲
質
工
相
蘭
」
し
、
「
家
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

奴
隷
制
ノ
法
律
ハ
全
ク
土
地
ノ
触
蝋
候
膚
罵
關
ス
ル
」
事
融
鐵
を
の
の
き
ら

か
に
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
設
か
れ
て
る
る
。
而
し
て
、
此

の
醗
蘭
書
は
，
明
治
九
年
の
出
版
に
か
・
る
も
の
で
あ
り
，
先
に

の
べ
た
箕
．
作
属
の
紹
介
と
共
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ゥ
の
自
然
環
境

的
歴
史
思
考
の
わ
が
圃
へ
の
筆
遣
の
媒
介
を
な
し
た
も
の
で
あ

る
。　

次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ト
オ
マ
ス
・
バ
ッ
ク
ル
の
わ
が
明
治
初
年

に
及
ぼ
せ
る
影
響
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
バ
ヅ
ク
ル
の
「
英
國

文
明
史
序
論
」
も
明
治
初
年
に
わ
が
國
人
に
よ
る
二
つ
の
醗
課
を

持
つ
た
、
　
一
は
明
治
八
年
大
島
母
斑
に
よ
る
「
英
國
開
化
史
」
、
他

は
明
治
予
二
年
土
居
光
華
。
萱
生
奉
三
に
よ
る
「
英
雄
文
明
史
」
が

こ
れ
で
あ
る
。
就
中
土
居
氏
等
の
課
書
第
二
編
に
い
ふ
。

　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
　
へ

　
人
間
ノ
最
モ
巌
シ
ク
、
最
モ
烈
シ
ク
、
感
巣
引
誘
ヲ
受
ク
ル
所

　
あ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
し
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
ノ
身
外
事
物
ヲ
推
究
ス
ル
ニ
、
翻
チ
四
箇
ノ
種
無
ア
リ
何
ゾ
ヤ

　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　

　
氣
候
食
物
地
質
及
ヒ
天
遣
ノ
光
景
是
レ
ナ
リ
。
（
中
略
）
凡
ソ
入
聞

　
二
永
久
腕
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
感
動
ヲ
與
フ
ル
所
ノ
、
身
外
萬
種
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
親
象
ハ
，
総
テ
此
四
種
ノ
一
二
管
薦
セ
ラ
レ
ザ
ル
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
　
第
一
　
十
毬
　
第
二
瀧
　
　
三
九
〇

と
、
．
而
し
て
天
造
光
景
の
焼
化
は
、
「
種
々
ノ
入
民
二
就
テ
種
々
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

慈
騰
引
誘
ヲ
趨
シ
、
細
民
ノ
性
質
テ
種
々
エ
鋳
鋼
シ
、
塗
エ
其
國
敏

o
O
o
　
⑰

ノ
派
別
ヲ
生
し
す
る
も
の
で
あ
り
，
氣
候
，
食
物
，
地
質
の
三
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

は
、
「
戸
倉
ノ
編
制
二
於
テ
、
又
至
緊
至
要
ノ
瀾
係
ヲ
爲
ス
モ
ノ
」

で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
蜥
様
に
、
人
間
生
活
を
ば
そ
の
自
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

基
礎
と
の
蘭
係
に
於
て
考
ふ
る
考
察
の
方
法
は
、
こ
れ
「
愛
上
ノ

o
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

紛
難
ヲ
解
シ
千
古
ノ
曖
昧
ヲ
洞
開
ス
ル
ニ
至
ル
」
べ
き
「
理
」
で
あ

る
と
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
い
ま
や
。
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ッ
ク
ル
も
亦
、
わ
が
明
治

初
年
に
そ
の
思
想
的
影
響
を
も
ち
始
め
た
。
バ
ッ
ク
ル
の
思
考
は

然
し
，
た
黛
に
二
等
の
壁
書
に
斯
て
の
み
な
ら
す
、
當
階
の
難
誌

等
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
砂
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
七
年
六
痺
の
「
民
間
難
誌
し
に
中
上
川
彦
次
郎
が
［
、
英
人
ボ
ツ

ク
ル
蝦
蟹
明
史
上
巻
ヨ
リ
撮
課
」
し
て
か
、
け
た
「
英
國
王
ジ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ウ
ジ
三
蔵
在
位
中
、
内
國
二
關
ス
ル
政
麿
ノ
所
置
」
と
題
す
る
論

文
、
岡
年
同
誌
那
珂
通
世
が
「
．
英
入
ボ
ッ
ク
ル
氏
ノ
文
明
史
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

抄
課
」
し
て
記
し
た
「
敏
法
論
」
，
ま
た
「
明
六
管
下
」
第
七
號
に

「
バ
ッ
ク
ル
氏
ノ
轡
型
開
化
史
ヨ
リ
抄
課
」
さ
れ
た
箕
作
麟
群
に
よ

（ユ62）



る
「
ゴ
土
製
ノ
甑
進
ム
ハ
政
府
二
黒
ラ
ズ
入
一
蓋
ノ
衆
距
離
二
西
ル
ノ
国
隣
」
と

　
　
　
　
　
　
⑳

題
さ
れ
た
一
文
の
あ
る
等
は
す
な
は
ち
こ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等

の
抄
鐸
，
麟
課
は
明
治
十
年
心
後
の
入
々
に
よ
っ
て
好
ん
で
讃
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
こ
と
は
、
編
名
論
吉
、
田
鱒
卯
吉
，
加
藤
弘
之
等
の
告
白
に
よ

・
つ
て
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
し
て
明
治
十
年
繭
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
っ
て
は
、
バ
ッ
ク
ル
は
｛
、
書
生
ノ
喜
ビ
テ
談
ズ
ル
垂
紐
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
四

　
さ
て
、
わ
が
國
の
明
治
初
年
に
あ
っ
て
は
、
圭
と
し
て
わ
れ
わ

れ
が
い
ま
の
べ
來
つ
た
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ウ
壷
び
に
バ
ッ
ク
ル
の
思

想
的
影
響
の
も
と
に
．
良
然
環
境
的
歴
史
思
考
は
新
し
く
襲
癒
せ

し
め
ら
れ
つ
逗
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
朋
治
六
・
七
年

に
あ
ら
は
れ
た
横
河
秋
濾
の
「
開
銘
の
入
口
し
の
う
ち
に
、

　
其
早
々
の
氣
候
と
風
土
に
由
て
、
人
類
は
素
よ
り
鳥
蹴
草
木
に

　
至
る
ま
で
、
皆
紅
形
と
性
質
と
を
異
に
す
る
の
は
そ
れ
は
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
地
自
然
の
理
で
，
何
も
不
思
議
な
事
は
な
い
ノ
サ
。

と
い
ふ
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
置
賜
開
化
入
西
海
英
吉
が
顧
命
の

慧
川
愚
太
夫
に
封
ず
る
設
得
の
形
に
於
て
示
さ
れ
て
み
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
Σ
に
わ
れ
わ
れ
は
，
自
然
環
境
論
に
議
す
る
嘗
隣
の
論

　
　
　
　
　
露
然
環
境
的
歴
斑
怨
望
の
生
規

議
の
型
を
見
る
も
の
で
あ
り
、
斯
檬
な
論
議
を
以
て
自
然
環
境
的

歴
史
思
考
は
わ
が
明
治
初
年
の
國
民
の
闇
に
普
及
さ
れ
つ
誌
あ
っ

た
と
考
へ
ら
れ
る
。
從
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
二
時
の
文
献
の
う
ち

に
、
早
く
も
此
の
思
考
の
表
現
の
含
ま
れ
て
み
る
の
を
手
繰
る
こ

と
は
必
ず
し
も
困
難
で
は
な
い
。
就
中
第
一
に
、
此
の
期
に
於
て

國
家
の
政
治
形
態
と
氣
盗
泉
土
と
の
連
係
に
言
及
せ
る
も
の
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

明
治
十
二
年
東
寧
杷
憂
士
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
民
標
利
害
辮
」
が

あ
る
。
筆
者
は
民
棲
の
利
害
を
論
ず
る
に
當
っ
て
、
ま
つ

　
凡
ソ
天
地
間
糖
蜜
生
ス
ル
草
木
禽
獣
虫
魚
善
悪
等
ノ
別
ア
ル
ハ

何
ゾ
ヤ
。
他
ナ
シ
、
其
土
姓
氣
七
二
感
化
シ
テ
偏
物
ノ
性
質
ト

　
ナ
レ
ル
・
也
。
人
モ
亦
生
物
也
。
登
二
土
…
性
硬
質
ノ
慈
化
ナ
カ
ラ

　
ン
ヤ
。

と
の
べ
、
此
の
立
楊
を
以
て
立
論
の
基
礎
と
し
て
み
る
も
の
で
あ

る
。
然
し
、
土
穐
講
堂
は
、
人
間
杜
會
に
鋤
し
如
何
襟
に
影
響
す

る
の
か
。
彼
は
つ
い
で
言
ふ
。

　
其
大
ナ
ル
者
ハ
黄
白
黒
赫
ノ
人
種
ア
リ
。
是
レ
其
初
メ
土
性
氣

　
質
ノ
感
化
シ
テ
月
比
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
然
レ
ハ
啓
門
人
門
氏
ノ

　
等
質
相
異
ナ
ル
や
加
凋
ル
ベ
シ
。
此
氣
質
ノ
集
A
n
シ
タ
ル
者
ハ
翻
悶

　
　
　
　
　
　
策
二
十
岱
　
繁
二
號
　
　
三
九
一

（　16B　）



　
　
　
　
　
端
然
環
境
的
歴
更
患
考
の
生
成

　
ノ
氣
暫
　
ナ
レ
バ
國
政
ノ
異
ナ
ル
や
亦
傭
ル
可
シ
。

と
，
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
氣
候
風
土
は
た
草
に
人
種
に
黄
白
黒
黒
の

別
を
作
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
國
罷
國
政
の
粗
悪
を
す
ら
形
作
る

と
さ
れ
る
。
而
し
て
之
に
類
す
る
見
解
は
、
阪
谷
素
が
「
天
降
設
」

の
う
ち
で
の
べ
九
．
「
國
各
々
風
土
ヲ
異
ニ
ス
，
故
二
叉
其
形
ヲ
異

　
⑳ニ

ス
凱
と
い
ふ
こ
と
ば
に
於
て
も
看
取
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
第
二
に
，
氣
候
風
土
と
繧
濟
生
活
と
の
密
接
な
關
係
に
つ
い
て

の
見
解
を
示
す
も
の
に
．
明
治
十
一
年
に
あ
ら
は
れ
た
佐
田
介
石

の
「
裁
培
経
濟
碧
し
が
あ
る
。
佐
田
介
石
は
考
へ
る
。
繕
濟
の
法
は

時
と
塵
と
人
質
と
の
五
種
の
別
に
よ
っ
て
露
霜
あ
る
も
の
で
あ
る

と
。
就
中
，
塵
の
別
と
は
「
風
土
ノ
攣
」
「
イ
ハ
ユ
ル
出
海
ノ
別
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

都
鄙
ノ
別
、
城
市
郷
市
／
別
，
瘡
地
醤
地
ノ
別
」
で
あ
っ
て
、
経

濟
法
則
は
常
に
此
の
塵
の
別
の
規
定
を
蒙
ら
す
し
て
あ
る
こ
と
は

患
來
な
い
が
故
に
、
経
緑
綬
は
常
に
「
ソ
ノ
天
賦
ト
シ
テ
異
ナ
ル

ト
コ
ロ
ノ
風
土
ノ
別
ヲ
深
ク
察
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
詮
か
れ
た
。

ま
た
、
氣
候
と
経
濟
と
の
蘭
係
に
つ
い
て
は
，

　
氣
候
ノ
珊
ト
幽
愁
レ
寒
暖
ノ
別
ナ
リ
。
コ
ノ
寒
暖
ノ
三
二
由
テ

　
麗
瘡
…
ノ
別
ア
リ
、
・
物
品
二
善
悪
ノ
別
ア
リ
，
氣
カ
一
｝
勤
惰
ノ
別

　
　
　
　
　
　
第
二
十
谷
　
第
二
號
　
　
三
九
ニ

　
ァ
リ
。
此
等
ハ
皆
一
氣
候
ノ
然
…
ラ
シ
ム
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
毅
細
亜

　
ト
西
洋
ト
ソ
ノ
小
異
ハ
ソ
ノ
甜
歎
隈
リ
ナ
シ
ト
難
モ
、
ソ
ノ
素
人
二

　
異
ナ
ル
モ
ノ
凡
ソ
ニ
十
忘
種
ノ
別
ア
リ
ノ
ソ
ノ
別
ヲ
生
ズ
ル
濫

　
鰐
悉
ク
氣
候
ヨ
リ
萬
デ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
我
皇
國
二
手
ク
ル
モ
、

　
北
國
奥
崩
ノ
寒
地
ト
四
國
九
州
の
暖
地
ト
ノ
別
二
由
テ
物
産
ノ

　
黒
ハ
ナ
ル
モ
ノ
多
シ
、
爲
疋
レ
…
窟
監
置
ノ
財
贋
鵡
由
田
ル
無
瓢
鰍
桝
家
ノ
漣
意

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ス
ベ
キ
ト
コ
ロ
ナ
リ
。

と
の
べ
、
西
洋
と
東
洋
と
の
二
十
餓
種
の
相
異
は
、
皆
そ
の
根
源

に
於
て
氣
候
の
別
に
依
擁
し
て
み
る
と
潜
き
，
斯
様
な
氣
候
の
経

濟
へ
の
規
定
性
は
、
ま
た
経
濟
家
に
深
い
注
意
を
要
求
す
る
も
の

で
あ
る
と
唱
へ
た
の
で
あ
．
る
。

次
に
第
三
に
、
虜
然
環
境
に
よ
る
入
間
盈
活
理
解
の
企
圖
は
，

矯
本
歴
史
「
の
記
蓮
の
う
ち
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
、

所
讃
叩
文
明
史
の
歴
喫
叙
蓮
に
特
色
を
輿
へ
た
こ
と
は
，
更
に
注
意

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
期
に
於
け
る
文
明
史
と
し
て
、
就

中
わ
れ
わ
れ
は
、
明
治
＋
一
年
そ
の
初
編
を
公
に
し
た
聞
口
卯
吉

の
｛
、
日
本
開
化
小
史
」
及
び
岡
十
二
年
に
富
国
さ
れ
た
北
川
藤
太

の
「
日
本
文
明
史
し
を
取
上
ぐ
べ
き
で
あ
ら
う
。
田
口
卯
吉
の
歴

（164）



史
観
に
封
ず
る
ト
オ
マ
ス
・
バ
ッ
ク
ル
の
影
響
に
つ
い
て
は
銑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

幾
度
か
の
べ
ら
れ
て
る
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
田
口
氏
自
身
も

　、

ｦ
て
英
人
ボ
ツ
ク
ル
氏
著
英
圃
の
開
化
史
緒
言
を
病
み
」
妙
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ざ
る
影
響
を
う
け
た
こ
と
を
自
認
し
て
み
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
從
．

つ
て
、
彼
の
「
日
本
開
化
小
史
」
に
は
礎
的
現
象
の
理
解
に
於
て
署

し
く
バ
ッ
ク
ル
風
の
方
法
に
從
ふ
と
こ
ろ
の
自
然
環
境
的
思
考
を

孤
辰
し
得
る
も
の
が
あ
る
。
然
し
、
自
然
環
境
黄
海
．
庚
思
考
は
北

川
疑
に
於
て
よ
り
明
瞭
な
表
現
を
欝
っ
て
み
る
と
い
へ
る
。
北
川

氏
は
い
ふ
。

　
造
化
ノ
所
爲
ニ
シ
テ
人
類
ノ
働
キ
ヲ
冥
々
ノ
襖
に
支
配
シ
其
文

　
蟹
ノ
ニ
境
ヲ
親
鋼
ス
ル
者
ハ
氣
候
ノ
寒
暖
土
地
ノ
肥
瘡
山
河
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
景
歌
食
物
ノ
豊
匿
等
職
ト
シ
テ
是
レ
之
二
親
ル
ナ
リ
。

と
。
こ
れ
彼
が
黄
雲
の
歴
史
の
理
解
に
當
っ
て
と
っ
た
立
場
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
勝
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
が
「
撒
千
ノ
星
霜
ヲ
経
過
ス

ル
モ
其
文
化
蓮
歩
ノ
三
二
於
テ
野
生
諸
國
卜
懸
隔
ス
ル
所
以
ノ
一

　
⑳

原
困
」
，
エ
ジ
プ
ト
並
び
に
エ
チ
オ
ピ
ヤ
が
「
他
ノ
諸
國
二
先
ツ
テ

鼠
∵
二
久
化
ノ
曲
央
華
ヲ
㎜
開
キ
見
r
ク
既
二
紀
元
晶
剛
二
在
ツ
テ
其
盛
大
ヲ

極
士
人
ロ
ノ
蕃
殖
輿
望
ノ
隆
盛
ナ
ル
當
時
一
ト
シ
テ
共
二
角
ス
へ

　
　
　
　
凝
然
環
境
税
歴
史
思
考
の
生
成

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

キ
ノ
國
ア
ル
ナ
キ
所
以
」
、
ま
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
嚢
見
に
當
っ
て
ア

メ
リ
カ
居
佳
品
は
悉
く
織
昧
の
土
入
に
し
て
一
も
就
會
を
結
び
政

府
を
設
立
す
る
が
瞬
き
事
な
か
り
し
所
以
、
夏
に
叉
、
メ
キ
シ
コ
の

み
が
、
兇
暴
不
文
の
中
に
あ
り
て
能
く
其
知
巧
を
事
と
し
。
其
政

府
を
設
立
し
、
毫
も
他
國
の
干
渉
を
受
け
す
，
嚴
然
と
し
て
…
大

憲
立
國
を
な
し
、
其
政
治
よ
り
殿
會
交
際
に
至
る
ま
で
殆
ん
ど
亜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

細
距
諸
國
の
地
位
に
零
し
た
る
所
蔵
、
こ
れ
ら
は
彼
に
あ
っ
て
は

畢
章
、
個
々
の
地
に
於
け
る
氣
候
と
地
形
と
の
特
殊
性
に
基
づ
い

て
理
解
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
み
る
の
を
見
る
。

　
爾
ほ
、
こ
れ
等
の
外
に
も
、
禽
然
環
境
層
群
喫
思
考
の
種
々
な

る
方
面
へ
の
適
用
を
見
る
事
が
綴
託
る
。
例
へ
ば
、
津
田
眞
道
は

そ
の
「
人
材
論
」
に
於
て

　
天
ノ
人
瞬
ヲ
厘
ズ
ル
や
地
・
万
二
因
テ
異
醐
ア
リ
。
（
巾
鴫
）
地
取
刀
二

　
因
テ
異
同
ア
ル
者
ハ
、
專
各
色
人
種
ノ
本
土
互
二
葉
ル
ト
氣
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ノ
寒
暖
同
ジ
カ
ラ
ヅ
ル
等
ノ
事
一
　
蘭
係
ス
。

と
蓮
べ
て
，
入
材
の
出
現
と
い
ふ
様
の
事
實
さ
へ
も
が
、
氣
候
と

風
土
に
よ
っ
て
異
る
も
の
あ
る
を
注
脅
し
た
が
如
き
、
ま
た
兜
島

彰
二
の
「
民
兵
問
答
」
に
衣
食
住
等
の
風
俗
が
各
其
風
土
氣
候
に
よ

　
　
　
　
　
　
第
一
一
十
雀
　
第
ご
號
　
　
三
九
三
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膚
然
環
境
的
藩
吏
思
考
の
生
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
て
左
右
さ
る
Σ
を
蓮
べ
た
如
き
、
更
に
岡
野
啓
五
郎
志
す
る
と

こ
ろ
の
「
文
明
開
化
評
林
」
に
は
，
、
入
も
し
皇
國
を
藁
蕎
繁
盛
せ
し

め
ん
と
岡
る
な
ら
は
、
彼
は
何
よ
り
も
ま
つ
そ
の
氣
候
を
察
せ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ば
な
ら
ぬ
と
説
か
れ
て
み
る
が
如
き
、
す
な
は
ち
こ
れ
で
あ
っ
て
、

以
て
，
明
治
初
年
の
わ
が
諸
思
想
家
に
於
け
る
禽
然
環
境
に
よ
る

人
間
生
活
理
解
の
方
法
の
、
淺
か
ら
ざ
る
浸
潤
を
見
る
に
足
る
も

の
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
か
く
の
如
く
し
て
，
わ
れ
わ
れ
は
も
は
や
、
入
間
蛋
活
の
請
現

象
を
ば
，
そ
の
現
象
が
行
は
る
べ
き
場
所
の
自
然
的
環
境
と
の
黙

認
に
於
て
省
み
ん
と
す
る
考
察
方
法
が
，
わ
が
明
治
十
年
前
後
に

於
て
高
く
掲
げ
ら
れ
て
來
た
と
考
へ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ら

う
。
而
し
て
そ
の
場
合
に
於
て
は
、
主
、
と
し
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ゥ

並
び
に
バ
ッ
ク
ル
の
臼
然
環
境
的
思
考
が
強
く
働
き
か
け
て
み
た

事
貧
も
認
め
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
五

　
と
こ
ろ
で
、
斯
襟
な
思
考
は
、
明
治
十
年
代
よ
り
二
十
年
代
に

績
く
所
調
文
明
史
の
う
ち
に
於
て
。
更
に
朝
堂
的
に
の
べ
ら
れ
て

る
る
も
の
が
あ
る
◎
例
へ
ば
、
明
治
二
十
一
年
に
初
版
が
公
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
二
號
　
　
三
九
四

れ
た
「
臼
本
史
綱
」
の
如
き
は
こ
れ
で
あ
る
。
「
臼
本
史
糊
」
は
田
∬

卯
吉
の
門
下
嵯
峨
正
作
の
あ
ら
は
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
此
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
に
彼
は
「
地
形
位
置
ノ
文
化
二
關
係
ス
ル
事
少
ヵ
ラ
ヅ
ル
」
を

の
べ
、
ま
た
「
國
ノ
開
明
に
赴
ク
ハ
（
串
静
電
候
ノ
尊
勝
リ
テ
大
二

　
　
⑳

カ
ア
ル
」
こ
と
を
説
陽
し
、
而
し
て
此
の
地
形
と
文
化
、
氣
候
と

眼
開
明
と
の
関
係
を
池
る
立
場
か
ら
，
所
謂
「
地
球
・
ノ
諦
｝
慮
ヲ
…
徴
シ
」

ま
た
、
わ
が
日
本
の
騰
史
層
論
ぜ
ん
と
す
る
に
當
っ
て
も
、
ま
つ

そ
の
氣
候
並
び
に
地
形
に
説
明
の
端
緒
を
求
め
ん
と
し
て
み
る
の

　
　
⑩

で
あ
る
。
倫
ほ
，
も
し
斯
様
な
槻
鮎
に
立
つ
支
那
空
疑
史
を
求
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
ら
ば
、
巾
西
牛
郎
の
「
支
那
文
明
史
綱
」
が
あ
び
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
中
酉
氏
の
此
の
書
は
、
古
聖
支
那
の
歴
史
を
通
貰
す
る
現
象

と
し
て
、
北
方
の
民
と
南
方
の
民
と
の
畢
ひ
、
或
ひ
は
北
方
民
の
南

方
へ
の
瑠
璃
の
事
魔
を
難
く
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
此
の
長
い
歴

史
の
経
過
を
逓
貫
し
て
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
現
象
は
、
も
と
も
と

南
方
と
北
方
と
の
氣
候
の
差
異
が
之
を
支
配
し
て
み
る
と
考
へ
て

る
る
も
の
で
あ
る
り
夏
に
此
の
種
の
思
考
の
表
現
を
示
し
て
み
る

世
界
文
明
史
と
し
て
は
、
高
慢
林
次
郎
の
そ
れ
が
雀
み
ら
る
べ
き

で
あ
ら
う
Q
高
空
氏
の
見
解
に
從
へ
ば
、
丈
明
と
は
も
と
入
間
精

（　166　）



カ
の
絵
裕
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
，
人
間
精
力
の
餓
裕
は
そ
れ

自
身
ま
九
、
熱
帯
、
鵜
帯
、
寒
帯
等
の
氣
候
に
よ
っ
て
根
底
的
に

規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
文
明
の
進
歩
嚢
展
は
，
そ

の
文
明
の
獲
展
進
歩
す
べ
き
土
地
の
氣
候
に
依
弄
し
て
み
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
彼
は
明
雷
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
斯
様
に
，
自
然
環
境
的
歴
史
思
考
は
、
明
治
二
十
年
代
に
あ
っ

て
は
冬
種
の
文
明
史
の
な
か
に
取
の
入
れ
ら
れ
，
長
い
歴
史
経
過

の
理
解
の
嵩
め
の
具
膿
的
な
方
法
に
ま
で
進
展
し
つ
・
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
勿
論
明
治
三
十
年
代
に
至
っ
て
も
、
二
十
年
代
に
於
け

る
此
の
傾
向
の
鰹
綾
が
あ
っ
た
。
此
の
懸
盤
を
知
る
た
め
に
は
わ

れ
わ
れ
は
，
例
へ
ば
坂
本
健
一
が
「
日
本
風
俗
史
」
に
於
て
、
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

國
の
盛
…
瞼
は
一
に
そ
の
自
然
的
環
境
に
よ
る
と
蓮
べ
、
ま
弛
、
風

俗
の
厚
薄
隆
替
に
外
園
の
三
論
が
決
定
的
要
素
と
し
て
翻
與
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
と
を
強
調
し
て
み
る
事
實
、
需
村
鑑
三
が
そ
の
「
興
國
史
談
」
に

於
て
、
警
防
風
土
が
興
野
の
第
一
の
要
素
で
あ
る
と
噺
じ
、
國
民

難
聴
の
事
實
は
、
華
氏
　
二
十
度
と
七
十
度
と
の
購
濫
眼
間
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
⑯

見
ら
れ
る
と
論
い
た
事
實
，
戦
雲
正
が
鐸
し
た
「
日
本
文
明
史
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

も
「
文
明
は
先
づ
薗
然
界
に
基
点
す
る
も
の
な
り
」
と
霊
張
し
て

　
　
　
　
自
然
環
境
的
歴
吏
患
考
の
二
成

み
る
事
實
等
を
注
意
す
る
の
み
を
以
て
充
分
で
あ
ら
う
。

　
然
し
な
が
ら
、
向
然
環
境
に
よ
る
入
間
生
活
理
解
の
方
法
は
、
斯

麗
な
瘤
結
記
蓮
の
う
ち
に
入
っ
た
も
の
の
他
方
に
於
て
、
そ
れ
自

身
猫
立
の
獲
展
を
要
漏
し
て
來
た
。
此
の
要
求
は
明
治
の
二
十
年

代
に
は
・
既
に
あ
ら
は
れ
始
め
て
み
た
と
考
へ
て
よ
い
。
明
治
二
十

七
年
に
わ
れ
わ
れ
は
「
地
人
論
一
と
名
づ
け
ら
れ
た
一
つ
の
地
理

畢
書
を
持
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
書
は
、
輩
に
從
來
の
地
誌
的

記
述
に
満
ち
た
地
理
書
と
異
り
，
雷
は
“
自
然
環
境
的
歴
史
思
滲

の
立
場
を
一
つ
の
道
形
的
な
人
文
地
理
學
に
築
き
あ
げ
ん
と
し
て

み
る
入
文
地
理
學
概
説
の
書
で
あ
る
。
此
の
書
の
第
一
章
は
地
理

墨
研
究
の
量
的
か
ら
始
ま
り
、
，
次
い
で
地
理
學
の
本
領
，
地
理
墨

と
殖
産
、
地
理
學
と
美
術
文
學
、
地
理
學
と
宗
敬
、
地
理
學
と
世

界
槻
念
等
と
の
葉
影
が
論
ぜ
ら
れ
、
最
後
に
地
理
畢
と
歴
史
「
と
の

繭
係
に
言
及
し
て
之
を
「
舞
盗
と
劇
曲
」
と
の
密
接
な
閥
係
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

つ
も
の
と
考
へ
て
る
る
、
此
の
書
の
著
者
内
村
鑑
三
は
の
べ
る
。

　
地
は
人
類
て
ふ
役
者
か
歴
史
て
ふ
劇
曲
を
演
ず
る
舞
蘂
な
り
、

　
故
に
地
理
墨
な
く
し
て
歴
輿
を
學
ば
ん
と
す
る
も
の
は
、
盤
な

　
く
し
て
碁
を
盗
ま
ん
み
す
る
が
如
く
、
吉
人
が
天
文
墨
を
攻
究

　
　
　
　
　
　
第
二
十
総
　
第
二
號
　
　
三
九
五

（167）



　
　
　
　
自
然
環
境
約
藩
吏
思
考
の
生
日

　
せ
ん
と
す
る
が
如
く
、
全
く
爲
し
並
べ
か
ら
ざ
る
に
は
あ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑱

　
と
も
殆
ん
ど
爲
し
得
が
た
き
事
な
り
。

と
。
そ
れ
故
に
わ
れ
わ
れ
は
、
歴
世
の
理
解
に
二
っ
て
は
常
に
「
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

形
の
歴
史
に
及
ぼ
す
感
化
力
」
を
考
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

説
か
れ
て
み
る
Q
爾
ほ
，
明
治
二
十
年
代
に
は
、
「
入
類
ノ
播
布
、

形
像
、
大
小
二
關
ス
ル
諸
起
因
」
並
び
に
「
入
類
ノ
散
膚
、
及
趾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

會
（
國
家
）
」
を
「
考
験
ス
可
キ
問
題
」
と
し
て
取
り
あ
げ
た
「
地
墨
雑

誌
」
の
嚢
党
を
み
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
て
，
こ
れ
は
、
先
に

の
べ
た
「
地
人
柔
し
等
の
出
現
と
共
に
自
然
環
境
的
論
考
の
猫
立
五

百
展
の
要
請
に
要
じ
た
も
の
で
あ
る
と
雷
ふ
事
が
斑
載
る
で
あ
ら

う
。
か
く
し
て
、
此
の
思
考
は
、
箪
な
る
文
明
愛
の
從
僕
お
し
て

の
地
位
か
ら
欝
ら
を
解
放
し
つ
Σ
、
志
賀
重
昂
氏
等
を
経
て
明
治

三
十
年
年
代
に
は
，
夏
に
綿
密
な
る
人
文
地
鼻
衝
の
概
設
書
の
出

版
を
見
る
に
至
っ
た
。
牧
n
常
三
郎
氏
に
よ
る
「
入
生
地
理
藥
」
が

邸
ち
こ
れ
で
あ
っ
て
，
牧
口
氏
の
此
の
書
は
、
記
述
の
詳
密
、
項

穏
分
類
の
細
思
さ
れ
た
る
顯
に
乾
て
、
遙
か
に
内
村
氏
の
「
地
入

論
」
に
す
ぐ
れ
て
み
る
も
の
が
あ
る
。
若
し
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
わ

れ
わ
れ
は
此
の
書
を
鍛
て
始
め
て
、
嚴
絡
な
る
意
味
に
於
て
膿
形

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
巷
　
餓
〃
顕
露
　
　
　
三
九
山
ハ

づ
け
ら
れ
た
人
文
地
理
墨
概
説
を
顧
た
と
需
っ
て
よ
い
の
で
は
な

か
ら
う
か
。
蒲
し
て
覗
今
に
於
け
る
所
謂
入
文
地
理
的
考
察
は
、

明
治
三
＋
穴
年
に
出
版
さ
れ
た
此
の
「
入
生
地
理
學
」
に
於
て
｝
慮

ま
と
め
ら
れ
て
る
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
　
　
　
六

　
さ
て
、
以
上
述
べ
二
つ
た
事
柄
に
大
過
な
し
と
す
れ
ば
，
わ
れ

わ
れ
は
次
の
如
く
言
ふ
こ
と
が
出
継
る
で
あ
ら
う
。
近
世
初
頭
の

歓
羅
巴
に
於
て
高
く
掲
げ
ら
れ
た
自
然
環
境
に
よ
る
入
開
生
活
理

解
の
方
法
は
、
わ
が
國
に
於
て
は
、
主
と
し
て
彼
の
地
の
講
思
想

家
の
影
響
の
も
と
に
、
明
治
十
年
前
後
に
強
く
主
張
さ
れ
る
に
至

っ
た
が
、
二
十
年
代
以
降
に
減
て
は
、
一
方
に
於
て
、
長
い
歴
史

経
過
の
解
明
に
具
艦
化
し
つ
・
、
文
明
史
の
記
遽
の
う
ち
に
と
り

入
れ
ら
れ
、
他
方
此
の
愛
概
の
上
に
立
つ
人
生
地
理
學
に
獲
展
分

化
し
、
人
生
地
理
墨
は
今
日
に
於
け
る
人
文
地
理
學
の
先
騨
を
な

し
た
。
海
産
環
境
的
歴
史
思
考
の
蕊
芽
的
な
る
も
の
は
、
わ
が
國

に
於
て
も
，
西
門
に
於
け
る
が
如
く
に
、
早
く
こ
れ
を
看
取
し
得

た
に
も
拘
は
ら
す
、
そ
れ
が
眞
に
早
早
成
長
す
る
こ
と
が
患
來
た

の
は
、
歴
史
の
普
通
の
時
代
鷹
分
に
於
て
現
代
と
構
せ
ら
れ
て
る

（三68）



る
と
こ
ろ
の
明
治
職
後
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
、
わ
れ
わ
れ
は

そ
の
様
に
云
ふ
こ
と
が
出
撃
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
七

　
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
次
に
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
は
ち

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
わ
が
國
に
於
け
る
自
然
環
四
境
的
歴
史
思
考
は

特
に
明
治
以
後
に
於
て
そ
の
糞
展
成
長
を
見
る
と
の
べ
た
が
、
然

し
そ
れ
は
何
故
に
か
く
あ
る
事
が
忠
來
た
の
か
。
既
に
そ
の
繭
芽

的
な
存
在
は
近
世
封
建
制
度
の
鮭
會
に
於
て
も
認
め
ら
れ
た
に
拘

は
ら
す
、
そ
の
登
展
成
長
は
こ
の
時
代
に
於
て
で
は
な
く
し
て
、
特

に
明
治
以
後
に
至
っ
て
繋
げ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
，
わ
れ
わ
れ

は
斯
柔
な
窃
然
環
境
的
歴
．
史
思
考
獲
展
と
，
そ
し
て
明
治
嶽
後
の

沖
繋
と
の
間
に
何
等
か
特
殊
な
蘭
連
を
想
像
し
て
よ
い
わ
け
で
は

な
か
ら
う
か
。
而
し
て
若
し
斯
様
な
醐
連
を
考
へ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
如
何
に
考
へ
ら
れ
る
か
、
ま
た
考
へ
ら
る
べ
き
か
、
此
の

問
題
は
必
然
的
に
わ
れ
わ
れ
の
次
の
問
題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
様
に
思
は
れ
る
。

　
然
る
に
、
此
の
問
題
に
封
ず
る
第
一
の
答
は
既
に
野
々
に
於
て

用
意
さ
れ
て
る
る
。
入
々
は
，
わ
が
明
治
以
後
の
新
し
い
外
交
、

　
　
　
　
由
然
環
境
的
歴
史
思
考
の
血
成

並
び
に
そ
れ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
文
明
の
臼
醒
し
い
流
入
の

事
實
を
以
て
之
を
解
か
う
と
試
み
る
。
も
と
よ
り
、
西
洋
文
明
の

輸
入
は
徳
川
時
代
中
葉
よ
り
以
降
、
和
繭
の
學
術
を
媒
介
と
し
つ

、
漸
時
隆
盛
に
向
ひ
つ
・
あ
っ
た
と
は
言
へ
、
そ
れ
は
、
．
明
治
新

政
府
の
開
発
進
取
の
國
最
の
も
と
に
於
け
る
稻
々
決
河
の
勢
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
せ
る
と
は
比
較
さ
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。
多
く
の
墨
術
、
思
想

文
明
を
わ
れ
わ
れ
の
國
は
此
の
期
に
穿
て
警
護
に
負
ふ
た
ば
か
り

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
輸
入
文
明
に
謝
す
る
國
民
の
潟
仰
麹
望
の

甚
だ
し
さ
は
、
紗
か
ら
ざ
る
弊
害
を
さ
へ
件
な
っ
た
こ
と
も
人
々

は
知
っ
て
み
る
。
而
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
問
題
と
し
て
み
る

自
然
的
環
境
に
よ
る
歴
史
考
察
の
方
法
そ
の
も
の
も
亦
、
實
は
か

・
る
七
人
文
明
の
一
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
云
て
よ
い
。
西
歓
の

諸
田
心
相
ゆ
家
、
聖
餐
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ゥ
や
バ
ッ
ク
ル
に
よ
っ
て
そ
の

内
容
を
充
顯
さ
せ
ら
れ
て
る
る
此
の
思
考
の
種
子
は
、
わ
が
明
治

初
年
の
啓
蒙
的
思
想
家
蓬
に
よ
ろ
こ
び
を
以
て
受
取
ら
れ
た
。
彼

等
は
こ
れ
を
わ
が
國
民
の
間
に
傳
播
せ
し
め
、
ま
た
こ
れ
を
唐
ら

培
か
ひ
も
し
た
。
此
の
襟
に
し
て
、
自
然
環
境
的
歴
史
思
考
は
わ

が
國
の
も
の
と
し
て
獲
製
し
た
。
と
さ
う
、
わ
れ
わ
れ
は
一
慮
説

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
二
號
　
　
三
九
七

（169）



　
　
　
　
禽
然
環
境
的
歴
史
思
考
の
生
成

明
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

　
斯
様
な
説
明
は
、
そ
れ
隠
身
と
し
て
反
謝
さ
る
べ
き
何
等
の
理

歯
を
も
た
な
い
。
撃
放
な
ら
”
わ
が
明
治
初
年
に
於
け
る
此
の
思

考
は
主
と
し
て
西
歓
諸
家
の
海
難
に
基
づ
い
て
喚
び
さ
ま
さ
れ
た

る
こ
と
，
既
に
わ
れ
わ
れ
が
先
に
注
意
し
た
癩
K
で
あ
り
、
而
し

て
そ
の
影
響
た
る
や
、
封
建
糊
度
治
下
に
於
け
る
鎭
國
政
策
が
慶

棄
さ
れ
、
断
し
く
自
由
な
通
商
交
易
の
行
は
れ
る
と
こ
ろ
に
於
て

の
み
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
、
明
治
初
頭
に
於
け
る

受
取
開
國
の
國
是
は
、
此
の
思
考
の
わ
が
國
に
於
け
る
成
長
読
響

に
取
っ
て
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
漣
關
を
も
つ
こ
と
を
肯
ん
じ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
箪
に
、

自
然
環
境
的
歴
史
思
考
が
三
曹
よ
り
移
入
さ
る
べ
き
歌
態
に
置
か

れ
、
ま
た
事
實
移
入
さ
れ
た
と
す
る
如
上
の
説
明
の
み
を
以
て
瀟

足
す
べ
き
で
は
な
い
、
勿
論
此
の
説
明
と
錐
も
ハ
砲
然
環
境
的
歴

愛
思
考
が
わ
が
明
治
の
古
聖
に
籏
め
ら
る
べ
き
、
雷
は
“
外
的
な

要
因
を
設
き
得
る
も
の
た
る
は
論
を
ま
た
な
い
と
し
て
も
，
然
し

こ
れ
に
依
っ
て
も
な
ほ
，
わ
が
明
治
初
年
の
退
勢
が
如
何
に
こ
れ

を
受
入
れ
る
べ
き
素
地
を
有
し
た
か
の
、
言
は
草
内
業
的
な
観
察

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
鑛
二
號
　
　
三
九
入

は
與
へ
ら
れ
て
る
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
藪
に
於
て

わ
れ
わ
れ
は
、
更
に
直
接
に
明
治
初
年
の
祉
會
の
性
質
そ
の
も
の

へ
の
省
察
に
從
ふ
必
要
に
迫
ら
れ
て
煙
る
の
で
あ
る
、
颪
し
て
そ

こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
自
然
環
境
的
歴
史
思
考
獲
展
と
そ
の
胱
會

．
と
の
蓮
關
の
問
題
に
製
す
る
い
ま
一
つ
の
答
を
導
か
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
八

　
わ
が
明
治
初
年
が
、
近
世
日
本
の
赴
會
史
上
に
も
つ
意
味
は
、

就
中
，
士
農
工
商
の
身
分
腿
分
撤
去
を
斯
行
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て

封
建
制
度
的
な
凝
會
節
度
を
打
破
し
た
に
存
す
る
は
冗
需
を
要
し

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
從
來
封
建
制
度
計
愈
に
あ
っ
て
、
様
々
な

手
段
を
以
て
そ
の
保
金
が
企
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
士
農
工
商
の
身

分
隈
分
を
打
破
し
た
と
い
ふ
此
の
事
實
は
、
ま
こ
と
に
明
治
新
教

の
功
業
に
鱗
せ
ら
る
べ
き
就
會
組
織
の
一
大
改
革
で
あ
っ
た
。
而

し
て
此
の
扁
大
改
革
は
、
や
が
て
、
そ
れ
自
身
猷
會
的
串
礎
の
上

に
成
立
す
べ
き
人
間
観
察
の
構
造
の
上
に
も
、
必
然
的
に
一
つ
の

細
革
を
も
た
ら
さ
す
に
は
措
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
近
批
徳
川
封
建
翻
度
の
駄
會
に
あ
っ
て
は
、
入
は
ま
つ
士
農
工
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簡
の
い
つ
れ
か
に
属
す
る
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
士

農
工
商
に
は
、
本
來
的
に
輕
璽
本
末
の
別
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
「
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

㌣
重
ジ
、
宋
ヲ
押
ル
」
は
こ
れ
「
古
聖
入
ノ
注
」
な
る
が
故
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

「
農
ヲ
ス
・
メ
商
ヲ
退
ク
ベ
キ
」
で
あ
る
と
す
る
は
、
當
時
の
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

者
の
意
識
に
於
け
る
一
般
的
通
念
で
あ
っ
て
、
．
此
の
意
味
よ
り
す

れ
ば
、
此
の
四
つ
の
匿
分
は
、
翠
な
る
職
業
的
差
別
以
上
に
、
入

際
に
鋤
す
る
償
値
的
曝
露
認
識
の
表
象
で
あ
っ
九
と
…
四
っ
て
過
言

で
は
な
い
。
、
斯
様
に
，
入
開
そ
の
も
の
に
偉
し
て
儂
値
的
段
階
を

考
へ
、
こ
れ
を
ば
常
に
そ
の
祉
會
生
活
の
根
抵
に
も
ち
な
が
ら
成

立
し
て
み
る
襟
な
封
建
側
度
激
會
に
於
て
は
、
入
に
は
貴
賎
貧
富

の
別
が
本
來
存
し
、
ま
た
存
す
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
の
は
寧

ろ
當
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
治
以
後
に
於
て
も
正
し
き
歴

礎
．
家
と
呼
ば
れ
た
新
弾
白
石
さ
へ
も
が
、
次
の
襟
に
需
っ
て
み

る
。　

馬
入
地
の
三
才
始
ま
り
候
よ
り
此
か
た
人
の
命
撒
に
は
貧
竃
同

　
じ
か
ら
す
飯
事
す
な
は
ち
貴
賎
同
じ
か
ら
す
候
事
の
ご
と
く
に

　
艦
へ
ば
人
の
貴
賎
の
無
相
た
ち
て
有
之
候
は
ん
う
ち
は
そ
の
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
憲
の
品
も
相
わ
か
れ
ざ
る
事
を
叫
べ
か
ら
す
候
。

　
　
　
　
自
然
綴
境
的
歴
窺
思
考
の
盈
戊

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
入
に
貴
賎
貧
富
の
品
相
た
ち
あ
る
は
、
天
人
地

の
始
ま
り
て
よ
り
こ
の
か
た
の
命
撒
で
あ
っ
て
，
而
も
此
の
命
鍬

こ
そ
．
彼
の
言
に
從
へ
ば
、
「
如
何
な
る
御
善
政
候
と
．
も
（
中
肇
ま
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
れ
候
事
は
か
な
ふ
べ
か
ら
ざ
る
」
も
の
で
あ
り
，
畢
寛
人
の
カ

を
覧
て
し
て
は
此
の
嚴
転
た
る
卿
相
の
別
を
破
る
べ
か
ら
ざ
る
も

の
と
説
く
の
で
あ
．
る
。

　
然
る
に
明
治
維
新
後
に
於
け
る
人
間
考
察
に
は
、
こ
れ
と
は
ま

さ
に
謝
瞭
駒
關
係
を
な
す
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
．
入
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
貴
賎
貧
富
の
別
な
し
。

こ
れ
は
編
澤
論
語
の
需
葉
で
あ
る
り
こ
れ
に
は
唐
石
に
於
け
る
人

間
考
察
の
態
度
と
は
明
白
に
異
る
意
識
を
看
取
す
る
こ
と
が
融
來

る
。
輻
澤
氏
は
ま
た
蓮
べ
る
。

　
天
よ
り
人
を
生
す
る
に
は
萬
人
は
萬
人
皆
同
じ
位
に
し
て
、
生

　
れ
な
が
貴
賎
上
下
の
差
別
な
く
萬
物
の
難
た
る
身
と
心
と
の
働

　
を
以
て
天
地
の
聞
に
あ
る
よ
う
つ
の
物
を
資
り
以
て
衣
食
住
の

　
吊
を
達
し
、
自
宙
自
在
に
人
の
妨
を
な
さ
す
し
て
各
安
樂
に
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
の
世
を
渡
ら
し
め
給
ふ
の
趣
意
な
り
．
。

と
。
此
の
他
に
も
彼
の
好
ん
で
用
ひ
た
言
葉
に
、
「
天
は
人
の
上
に

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
二
號
　
　
三
九
九
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隠
然
環
擁
附
歴
吏
思
考
の
生
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾
⑧

人
を
造
ら
す
、
人
の
下
に
入
を
造
ら
す
」
と
言
ふ
命
題
、
ま
些
、
人

は
其
人
の
入
に
し
て
猴
ほ
天
下
は
天
下
の
天
下
な
り
と
云
ふ
が
如

＠し
」
と
い
ふ
の
か
あ
る
。
之
等
の
僅
か
な
言
葉
の
う
ち
に
も
、
薦

僻
論
吉
の
入
聞
考
察
の
三
半
に
横
は
る
も
の
を
窺
ふ
こ
と
が
黒
來

る
の
で
あ
っ
て
，
そ
れ
は
畢
童
、
入
間
そ
れ
自
身
に
何
等
か
橿
値

的
段
階
を
考
ふ
る
も
の
で
な
く
し
て
、
萬
入
を
皆
同
じ
位
相
に
勝

て
見
る
も
の
で
あ
り
、
「
億
兆
皆
嗣
鳳
轍
ニ
シ
テ
素
ヨ
リ
上
下
貴
賎

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ノ
品
別
ア
ル
コ
ト
ナ
キ
」
も
の
と
し
て
見
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

而
し
て
，
輻
澤
氏
に
見
る
此
の
入
間
考
察
の
立
場
は
、
た
ゴ
に
彼

の
專
有
に
か
・
る
の
で
な
く
む
し
ろ
明
治
初
年
に
於
て
高
め
ら
れ

つ
エ
あ
っ
た
入
間
考
察
の
立
揚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

明
治
二
年
常
陸
國
羽
生
村
百
姓
生
島
更
新
よ
り
公
議
所
に
提
拙
さ

れ
た
建
白
書
に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
士
農
工
商
昏
々
構
あ
り
て
國
に
仕
ふ
、
均
し
く
入
な
り
、

と
い
ふ
言
葉
は
最
も
端
的
に
此
の
時
代
に
於
け
る
人
間
槻
察
の
立

揚
を
表
明
し
て
み
る
も
の
と
言
へ
る
っ
縮
木
枝
盛
が
「
，
民
樺
自
由

論
」
に
於
て
，
ま
た
加
藤
弘
之
が
「
國
艦
漸
論
」
に
於
て
屡
々
、
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

奪
の
君
主
も
亦
「
同
ジ
ク
人
類
」
と
の
べ
た
の
は
、
そ
の
即
言
の
恐

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
ご
號
　
　
四
〇
〇

催
に
聾
す
る
は
勿
論
と
錐
も
、
要
は
腸
治
初
年
に
於
け
る
、
入
を
何

よ
り
も
先
づ
煮
た
る
に
於
て
關
率
に
考
へ
ん
と
し
た
思
考
の
強
調

を
う
か
が
ふ
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
斯
様
な
立
話
の
強
調
は
他
方

從
來
封
建
的
胤
會
に
あ
っ
て
農
民
以
下
の
特
殊
な
る
取
扱
ひ
を
受

け
た
人
々
を
も
，
こ
れ
ま
た
均
．
し
く
入
間
、
「
入
類
工
相
遽
無
〆
之

⑯者
」
と
し
て
考
へ
せ
し
め
九
の
は
當
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
期
檬
に
し
て
、
明
治
初
年
に
於
け
る
人
間
界
察
は
、
士
農
工
商

の
置
付
な
る
身
分
纒
分
の
閣
蓮
に
於
て
人
を
考
へ
る
の
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
入
は
皆
同
じ
く
天
の
造
り
た
る
詞
等
の
人
」
，
「
凡
テ
入
タ
ル
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
⑧

ハ
、
貴
賎
上
下
貧
富
賢
愚
ノ
刷
ナ
ク
鴇
同
ジ
ク
地
類
」
「
均
し
く
是

　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
同
等
の
法
類
」
、
「
何
に
も
せ
よ
人
類
に
湘
違
も
な
し
」
「
本
來
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
＠

入
間
種
類
下
酒
蓮
ナ
キ
」
「
唯
同
一
ノ
人
類
」
と
す
る
に
於
て
、
そ

の
特
色
が
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
換
書
す
れ
ば
、
入
は
い
ま

や
、
士
農
工
商
と
云
ふ
が
如
き
隈
分
制
を
越
え
た
廣
い
入
聞
性
の

立
撃
，
均
し
く
入
類
の
槻
黙
に
於
て
考
へ
な
ほ
さ
れ
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

　
而
し
て
、
断
様
な
入
聞
観
察
の
立
揚
の
可
能
、
並
び
に
高
揚
そ

の
も
の
は
、
實
は
、
先
に
云
ふ
如
き
祉
會
組
織
の
土
に
於
け
る
身
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野
送
分
光
の
打
破
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
は
雷
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
九

　
と
こ
ろ
で
，
わ
れ
わ
れ
は
自
然
環
境
的
歴
史
思
考
の
問
題
に
か

へ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
環
境
的
歴
史
思
考
が
、
わ
が
明
治
初
年

よ
り
特
に
獲
展
し
得
た
内
面
的
な
理
由
は
何
で
あ
る
か
。
私
は
、

い
ま
私
が
蓮
べ
來
つ
た
と
こ
ろ
の
明
治
初
年
に
於
け
る
入
聞
考
察

が
，
ま
た
6
一
い
て
は
此
の
考
察
の
立
場
を
可
能
に
せ
し
め
た
祉
會

組
織
上
の
改
革
そ
の
も
の
が
・
．
れ
に
地
盤
を
提
供
し
た
が
駕
で
あ

る
と
考
へ
た
い
。
何
故
か
く
考
へ
る
か
。

　
ま
つ
、
自
然
環
境
的
歴
愛
思
考
と
は
，
人
閥
の
生
活
、
三
図
的

現
象
の
特
殊
性
を
緩
く
に
、
此
の
入
閥
を
園
続
す
る
自
然
の
特
殊

牲
を
以
て
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
此
の
主
張
の
反
函

に
は
、
此
の
事
と
は
逆
な
關
…
係
を
な
す
…
つ
の
入
間
観
察
が
裏
付

け
さ
れ
て
み
る
と
云
ふ
事
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な

は
ち
、
入
の
生
活
が
，
あ
る
特
殊
な
氣
候
風
土
の
も
と
で
は
．
特

殊
な
形
態
を
示
す
と
い
ふ
主
張
は
、
實
は
、
入
は
同
じ
氣
候
風
土

の
も
と
で
は
、
同
じ
生
活
様
式
を
保
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
保
つ

べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
と
の
思
考
が
前
提
的
に
こ
れ
に
先
行
し
て

　
　
　
　
慮
然
環
境
的
歴
更
思
考
の
愚
闇

み
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
斯
様
な
思
考
を
前
提
的
に

含
む
思
想
の
進
展
は
、
封
建
的
節
度
の
嚴
格
な
る
祉
會
に
於
て
、

あ
り
選
べ
か
ら
ざ
る
は
引
明
の
こ
と
に
騰
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、

封
建
側
度
の
肚
會
に
於
て
は
，
わ
れ
わ
れ
が
先
に
の
べ
た
様
に
、

そ
れ
自
身
本
來
的
な
る
復
値
的
儀
容
を
認
め
る
が
如
き
入
聞
考

察
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
之
に
封
し

て
明
治
の
駄
會
に
あ
っ
て
は
、
既
に
島
回
組
織
上
に
於
け
る
身
分

匿
分
の
撤
去
が
實
現
し
、
入
間
滲
察
の
構
造
に
予
て
も
，
こ
れ
ま

た
先
蓮
し
た
機
に
、
均
し
く
入
類
の
槻
黙
の
高
揚
が
來
て
る
る
。

而
も
此
の
新
し
く
糞
無
し
つ
』
あ
っ
た
人
間
考
察
の
立
揚
こ
そ
は

か
の
自
然
環
境
的
歴
聖
思
考
の
前
提
者
に
他
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
自
然
環
境
、
的
歴
史
思
考
が
，
録
建
魅
會
に

煽
て
で
は
な
く
し
て
，
明
治
以
後
の
瓢
し
い
祉
、
會
に
於
て
、
新
し

い
人
間
観
の
一
様
相
と
し
て
あ
ら
は
れ
來
り
ま
た
嚢
有
す
べ
き
根

嶽
を
考
へ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
こ
明
治
初
年
に
あ
っ
て
、

モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ウ
並
び
に
バ
ッ
ク
ル
の
思
想
的
影
響
が
旧
く
あ
り

得
た
と
云
ふ
の
も
、
彼
等
の
自
然
環
境
的
歴
史
思
考
の
背
後
に
は

常
に
、
「
入
間
の
李
等
」
が
控
へ
て
居
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
巷
　
第
二
號
　
　
四
〇
…
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歴
然
環
境
的
歴
吏
思
考
の
巫
戊

こ
れ
こ
そ
わ
が
明
治
初
年
の
豊
里
が
要
求
し
つ
Σ
あ
る
入
間
槻
察

の
立
楊
に
他
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
「
萬
法
精
理
」

が
測
候
の
別
に
よ
る
人
事
の
特
殊
性
を
叙
述
し
な
が
ら
も
、
而
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

も
と
「
入
類
ハ
同
等
ノ
生
物
」
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
居
り
、
叉
．

驚
央
脇
罪
入
明
史
」
に
も
「
，
骨
益
氾
化
ノ
景
象
、
此
レ
ト
凱
岡
一
ナ
ル
ヲ
m
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

テ
、
人
事
二
於
テ
モ
、
亦
同
一
形
歌
ヲ
結
成
セ
リ
」
と
蓮
べ
て
る

る
の
は
、
ま
こ
と
に
意
味
深
い
事
柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
窟
然
は
、
一
方
に
於
て
入
間
を
い
つ
く
し
み
育
て
る
慈
愚
で
あ

り
な
が
ら
、
他
方
に
於
て
は
入
間
醗
會
に
鋤
し
て
全
く
の
無
閥
心

を
装
ふ
と
こ
ろ
の
二
重
性
格
者
で
あ
る
。
而
も
彼
は
，
人
間
を
愛

撫
す
る
聴
に
せ
よ
、
或
ひ
は
人
聞
に
擁
す
る
否
定
的
者
の
役
割
を

果
す
場
合
に
も
せ
よ
，
彼
の
葡
に
は
，
門
閥
貧
富
賢
愚
の
入
爲
的

な
纏
刷
は
も
は
や
解
浴
さ
れ
て
し
ま
っ
て
み
る
。
彼
は
均
し
く
人

を
愛
し
，
均
し
く
人
を
害
す
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
自
然
が
人

間
の
生
活
に
影
響
を
興
へ
る
と
言
は
れ
る
臨
声
こ
・
に
云
ふ
人
と

は
、
本
來
等
し
く
入
間
，
同
じ
く
人
類
の
立
場
に
於
て
理
解
さ
れ

る
と
こ
ろ
の
そ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
、
斯
撲
な
意

味
で
の
人
闘
の
嚢
見
は
、
わ
が
國
に
於
て
は
明
治
墨
型
後
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
第
二
號
　
　
四
〇
二

多
く
か
・
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
，
わ
れ
わ
れ
は
此
の
黙
に
、
自

然
環
境
的
歴
史
患
考
が
特
に
此
の
時
代
に
於
て
嚢
写
す
べ
き
、
叉

事
實
嚢
展
し
た
そ
の
内
面
的
な
蓮
蘭
を
窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
も
の

で
あ
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と
信
ず
る
、
、
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榮
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．
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⑥
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⑦
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③
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明
六
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明
治
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右
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⑯
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右
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⑳
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さ
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